
「市民参加懇談会ｉｎかりわ」開催までの経緯 
 
 
平成 13年 9 月 20 日(木)   第１回市民参加懇談会企画メンバー会合  

10月 29日(月)   第２回市民参加懇談会企画メンバー会合 
 新潟県刈羽村での開催を決定しました。 

 
 この後、刈羽村役場・刈羽村有志の方々と調整を開始しま
した。  

11月 18日(日)   木元教子（市民参加懇談会主任原子力委員）が刈羽村を訪
問し、有志の方々と打合せました。  

12月 13日(木)   木元教子、碧海酉癸、井上チイ子、吉川肇子、中村浩美及び
吉岡斉の市民参加懇談会委員が刈羽村を訪問し、有志の
方々と打合せました。 
 
 この後、有志の方々のご協力を得られることとなり、1 月

15 日(火)開催に向けて調整を開始しました。 
（ただし、原子力発電に反対する一部の方々は、懇談会へ
の不参加を表明されました。） 
 刈羽村役場・刈羽村有志の方々より、刈羽村の発言者をご
依頼しました。 
 開催のご案内を刈羽村全戸へ配布しました。 

  
1 月 15 日(火)   「市民参加懇談会ｉｎかりわ」の開催。 

（原子力発電反対派団体としての組織参加は得られません
でしたが、原子力に批判的な立場の個人参加は見られまし
た。） 

 


